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小金井市を含む多摩地域を中心に、ハク

ビシン・アライグマの被害が急増している。

両動物は農作物を荒らし、騒音、ふん害、

感染症等の被害を及ぼす「害獣」とされて

いる。都環境局の調査によると、2021年度

の多摩地域における被害相談件数は2009件

（ハクビシン721件、アライグマ580件、ど

ちらか不明708件）で、17年度の1096件か

ら倍増した。

小金井市では

今年度は７月末

までですでに20

件の被害報告が

あった。被害状

況は、ふん尿13

件、騒音９件、庭の果実の被害５件、飼育

動物の被害３件、建物等の汚損・破損３件

（１報告あたり複数被害の場合あり）。

市はハクビシンやアライグマの被害で悩

んでいる市民へ無料の除去事業を行ってい

る（捕獲用の餌代は自己負担）。今年度は

アライグマ３頭、ハクビシン２頭を捕獲し

たという。ハクビシンやアライグマが出没

する時期、侵入されやすい家屋の特徴につ

いては「食料となるものが豊富な時期に被

害が多くなるようだ。また、建物に関して

は直径10㎝弱の穴があれば侵入できると言

われている」（市環境政策課）。

夏野菜が実るこの季節、家庭菜園をして

いる市民は一層の注意が必要のようだ。
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新 鮮 な お 魚 を
皆 様 の お 手 元 に

〒190-0012
東京都立川市曙町2-25-9
グランデパッショーネ１F
電話 （042）524-2422
ＦＡＸ（042）524-2434
E-mail:hoshino@twatwa.ne.jp
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東京都江東区南砂 5－15－11
ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

松本寝具株式会社

☎050-3358-2522
9:00～ 18:00

寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

http://www.shouwamiki.co.j E-mail:info@shouwamiki.co.jp

コ ス モ 教 育 セ ン タ ー で
英検・漢検・数検を受験しよう！

英検10月１日（土）漢検10月21日（金）数検10月15日（土）

電話０４２-３８３-６４６４ メール easternjk@cosmo-kyoiku-center.jp菊田歯科医院
小金井市梶野町5-9-7 ☎042-381-9382（木・日・祝休診）

月･火･水･金･土9時～12時 14時30分～18時（土14時～17時）

市民運動新聞
☎０４２−３８３−６６１１ FAX０４２−３８３−３０３１

Eメール:shiminundo@gmail.comホームページ:https://shimin-undo-np.jp

最近、市内の農業者高橋金一氏から小金

井「秘史」を伺い、「来たり人」の筆者は

仰天した。

明治２年、当時の品川県が飢饉に備える

「社倉」の積み立てを農家一軒ごとにお金

で拠出させようとしたが、玉川上水周辺の

新田12カ村の農民は払えぬと反発した。12

月20日、真蔵院（関野町）に農民が結集し

緩和措置の嘆願書をまとめたが、県は名主

らを呼び出し宿預けとだまし討ちに。憤激

した農民達は再び真蔵院で協議。翌年１月

10日に500人以上が日本橋の県庁に向けて

デモ行進し、東京が大騒ぎとなる中、100

人ほどが阻止線を突破して県庁に到着した。

強訴とされないよう門前で社倉中止を訴え

たが、県側は抜刀で50人余りを拘束・弾圧

した。事件で名主２人ら６人が死亡、女性

を含む多数が拷問

にあった。

その後農民の訴

えで、政府の弾正台（行政監察官）が取り

調べ県知事（肥前）らを「牧民の道を取り

失い」と糾弾した。この間県はお金を三井

八郎右衛門らに貸し付けて財テクに走った

が失敗、農民は裁判で10年後取り返した。

自由民権運動の走りともいえる事件は反

政府運動ということで封印され、昭和40年

ごろ歴史家が「再発見」した。注目される

のは小前（こまえ）と呼ばれる平百姓が主

体だった点だ（「御門訴事件と井口忠左衛
ご も ん そ

門」）。権力者の理不尽を許さなかった名

もなき小前百姓は民主主義の先駆者だった

ように思えてならない。

(山本俊明 市内在住ジャーナリスト)

話題の時事を
深堀り解説

小金井民主主義の先駆者

御 門 訴 事 件 を 知 る

真蔵院。小金井公園に隣接

シリーズひと- 6７-小金井

夏のイベントを秋に復活させるひと
東小金井駅北口か

ら東大通りを中心に

中学・高校・大学と

多くの学校が隣接す

る東小金井北口商店

会。「東大通りの整

備も進み、飲食店な

ど新しいお店も少しずつ増え始めました。

若いオーナーさんが多く、商店会の若返り

に期待しています」と語るのは、５月から

同商店会新会長に就任した成本淳平さん

（47・有限会社ジェイ・クリーン代表取締

役・写真上）。小金井市・武蔵野市・三鷹

市を拠点としてハウスクリーニング会社を

経営する成本さんは、これまでも同商店会

役員、小金井市商工会青年部部長を務め地

域活動に力を注いできた。

「商店会の活動は仕事につながるだけでな

く、地域の防犯にも役立ちます。顔なじみ

が気軽に声をかけ合える、安心・安全な地

域作りにつながればいいですね」と笑顔を

見せる成本さん。コ

ロナ禍で中止が続い

た商店会恒例の夏イ

ベント『エコ・サマー

フェスティバル』も、

今年は第７波のピーク

を避け、延期して開催予定。イベント会場

に賑わいが戻ってくる日も近い。

有限会社ジェイ・クリーン

http://jclean-housecare.co. jp/

ハウスクリーニングから

リフォームまでお任せ！

◎都が抗原定性検査キット配布 ５日現在
20～39歳の有症状者が対象。重症化リスク
のある方は医療機関に相談を/問都検査キッ
ト直接配送事務局0570-020-205。また市内
では武蔵小金井駅PCR検査場(本町１)およ
び８軒の薬局でPCR等の無料検査を実施中。

◎早稲田大学小金井稲門会市民公開講座
「土地の姿･小説の顔」 講師は名誉市民
の黒井千次氏。無料/時8月27日(土)18:30/
所小金井 宮地楽器ホール/問同会･中村042
-384-3533。申込はEメールに氏名･連絡先・
人数を明記しa-nakamun@jcom.home.ne.jp
へ。定員80人･申込順。締切8月21日(日)。

◎『村山ひでき 市政レポート』「保育園
廃園条例を提案できず･･･第２回定例会が
閉会」他(7月19日)/発行:村山ひでき事務所/
問090-3428-2715
◎『片山かおるのちょっとカエル通信no.
107』「混迷の時代でも本質を見失わず、
地域から脱原発を実現しよう」他(7月20日)/
発行:市民といっしょにカエル会/問042-316-1511

東京消防庁防災部長賞を受賞
小金井市消防

団第一分団(川

又分団長=写真

左)と第三分団

(髙橋分団長=同

右)は７月７日、

東京消防庁防災

部長賞を受賞した。５月７日に小金井市

東町で発生した火災は住宅３棟に及び、

うち１棟は全焼。「両分団は消防署隊と

連携し迅速かつ積極果敢な消火活動を実

施。この懸命な活動により鎮圧及び延焼

防止を果たした功績が認められた」(市)。

井の頭自然文化園のハクビシン。

調布と府中で捕獲した２頭を飼育


